
実践記録（小５・国語） 

１ 単元 AIとのくらし 

 

２ ねらい 

  ロイロノートを活用してまとめた考えを基に、ミニディベートを通して自分と相手の考えを

比較しながら、自分の考えを広げたりまとめたりすることができるようにする。 

 

３ 手立て 

・ 自分の考えをもちやすくするための情報収集の工夫 

本やインターネットで調べるだけではなく、地域の方や保護者に対してインタビューを行

う。また、アンケート調査を行うことで、児童にとって身近な情報を収集できるようにする。 

・ 理由を明確にするために、情報を分類・整理する工夫 

「クラゲチャート」で理由をまとめた後、「キャンディ・チャート」で仮定や予想、より詳

しい理由をまとめる。その後、自分の考えを記述できるワークシートを活用することで、様

々な手段により、集めた情報を基に自分の考えをもつことができるようにする。 

 

４ 指導計画（９時間完了） 

（1）学習の見通しをもち、テーマを決定しよう・・・・・・・１時間 

（2）決めたテーマについて情報収集をしよう・・・・・・・・３時間 

（3）テーマについて利点と問題点をまとめよう・・・・・・・１時間 

（4）利点・問題点について意見交換をしよう・・・・・・・・２時間 

（5）ミニディベートを行おう・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

 

５ 実践の様子 

時数 主な学習活動 

第１時 (1) 学習の見通しをもち、テーマを決定しよう 

第１時では、ミニディベートの行い方を説明し、これから調べていく AI機能につ

いてタブレットで調べ、身近に感じられるようにした。 

テーマを、「ロボット掃除機」、「自動車 

自動運転」、「セルフレジ」、「コミュニケー  

ションロボット」、「顔認証システム」と、 

教師側で五つ提示した。この五つを調べ、 

それぞれの意見を出し合うことで、大まか 

に各 AI機能について児童は知ることがで 

きた。 

その後、出た意見を基に、自分が調べた 

いテーマを決定した。 

 



第２時 

～ 

第４時 

(2) 決めたテーマについて情報収集をしよう 

第２時から第４時では、自分が調べる AI機能の「利点」と「問題点」をそれぞれ

調べた。自分の考えを広げることができるように、インターネットを使って調べる

だけではなく、区の図書館から借りた本やインタビュー、アンケート調査などの調

べる活動を行った。多様な調べ方を取り入れたことで、ＡＩ機能に関する情報を深

めることができた。 

 

第５時 (3) テーマについて利点と問題点をまとめよう 

第５時では、集めた情報を立場ごとに整理ができるように、「クラゲチャート」と

「キャンディ・チャート」を活用した。「クラゲチャート」で理由を整理した後、「キ

ャンディ・チャート」で仮定や予想、より詳しい理由をまとめた。２段階の方式を

取ることにより、自分の考えをより明確にまとめることができた。 

 

 

利点の立場 問題点の立場 



第６時 

～ 

第７時 

(4) 利点・問題点について意見交換をしよう 

第６時～第７時では、ディベートを行うグループ

とは別のグループで意見交換をした。意見交換の際

は、自分が作成した「クラゲチャート」と「キャンデ

ィ・チャート」を見せ合いながら説明することで、

「その言葉は説得力があっていいですね。」や「もう

少し、利点を詳しくまとめると分かりやすいです

ね。」など、様々な意見を交換することができた。 

意見交換後は、再度「クラゲチャート」   

と「キャンディ・チャート」を見直してい  

き、発表原稿のワークシートにまとめた。 

シンキングツールを活用して意見交換を 

行い、その後ワークシートに取り組んだこ 

とで、自分の考えを具体的にまとめ、深め 

ることができた。 

第８時 

～ 

第９時 

(5) ミニディベートを行おう 

第８時～第９時では、ミニディベートの進め方を  

提示し、利点、問題点、聞き手の全ての立場で話し 

合った。 

また、自分の立場が分かりやすいように赤白帽子 

をかぶり、まとめた文章を発表した。 

ミニディベートが終わった後の振り返りの場面  

では、ロイロノート・スクールの「テキストカード」   

に振り返りを記入し、回答を共有した。視覚的に友  

達の記述内容が分かるようにすることで、考えを広  

げることができた。 

I 

 

 

６ 成果と課題 

 〇 インターネットで検索するだけではなく、本や地域の方、保護者へのインタビューやアン

ケート調査を行うことで、得た情報を深めることができた。 

○ 「クラゲチャート」で理由を整理し、「キャンディ・チャート」で仮定や予想、より詳しい

考えをまとめてから発表原稿を作成したことで、自分の考えをもつだけでなく、その考えに

対して自信を深めることができた。 

  ● 振り返りの場面では、テキストカードに書く時間と回答共有する時間が短かったため、自 

分の考えに深まりがあまり見られなかった。利点と問題点の立場で、テキストカードを色分 

けするなどして、より多くの気付きを見付けていく必要がある。 


